
沈黙を読む〜太⽥省吾『⼩町⾵伝』リーディング〜 企画趣旨 
 
 『⼩町⾵伝』は 太⽥省吾⽒の代表作であり、その後⼀切台詞を排することで「沈黙劇」
と呼ばれた⽒の上演形態、その嚆⽮となった作品です。 
 
 戯曲の冒頭「はじめに」と題された指⽰書きには主役である⽼婆をはじめ、主要な登場
⼈物の台詞および台詞⾵のト書きは 
「すべて沈黙のうちにあって、〈台詞〉として外化されることがない」 
と記されています。 
 戯曲には全ての台詞が書き込まれているのですが、それらは上演時には決して⼝に出し
てはならず、舞台の⼤半は沈黙のうちに上演されることが要求されているのです。 
 ではその台詞群は戯曲の活字の中に、或いは俳優の⾁体の中に、⼆度と表出しないよう
封印されたのでしょうか。必ずしもそうではない、と思います。 
 
 その後創作された『⽔の駅』などの完全沈黙劇と異なり、『⼩町⾵伝』は当初、全ての台
詞を俳優が喋る通常の上演形態で稽古が進められていたといいます。けれど⽮来能楽堂と
いう歴史を積み重ねた上演会場の持つ「場の⼒」に、太⽥⽒は「⾔葉が跳ね返されてしま
った」と感じた結果、沈黙での上演という対抗⼿段をとった。つまり、『⼩町⾵伝』が沈黙
劇として機能する為にはその台詞を沈黙に⾄らしめる必然性を持った「場所」もまた不可
⽋なのです。『⼩町⾵伝』はどこでも上演できる戯曲ではない。その「場所」においてのみ、
本来喋られるはずの台詞が封じ込められるという条件がある。 
 
 また太⽥⽒は著書の中で、こう述べています。沈黙劇とは無⾔ではなく、過剰な遅さの
表現である、と。2 メートルを歩くのに 1 時間をかける、そのあまりにラジカルな劇時間
の表現追及の過程で、⾔葉は可聴域を外れていった。つまり、⼈物は台詞を喋っているが、
それが観客には聞こえないほどゆっくりなのです。ですから伸びきったテープを元に戻す
ように、その再⽣速度を我々の時間軸にフォートマットし直せば、聞こえなかった⾔葉が
聞こえてくるはずです。 
 
 『⼩町⾵伝』の初演は 1977 年。それから 46 年後のいま、私たちが⽣きるこの社会はか
つてより遥かに加速した超情報化社会となりました。 
 かつてドイツの劇作家ハイナー・ミュラーは、現代社会の過剰な情報伝達速度の前進お
よびグローバル化を危惧し、オルタナティブな表現を志向する「減速化」という理念を打
ち出しましたが、現実は「もう⼀秒だって待つことの出来ない」⼤量情報消費社会です。 
 そんな過度に⾼速化した世界にあっては、今⽇、太⽥省吾の台詞を我々の可聴域に捕ら
えられる速度にまでチューニングし直したとしても、相対的に充分「ゆっくり」であるは
ずです。いまこそ引き延ばされた時間を巻き戻し、その声を聞きたいと思います。 
 
 能曲『卒塔婆⼩町』の⼩野⼩町のように、16 歳になる⽇の前⽇、恋⼈が約束した「あと
1 ⽇」を待つうち⽼⼈になってしまった⼥性。⽼いて朽ちゆく⾁体に閉じ込められてしま
った 15 歳のままの精神が独⽩する、掻きむしるようなその胸のうちは舞台上では誰の⽿
にも届くことはありません。劇の終幕。彼⼥は⾁体を離れ、魂だけが⼀匹の蛾に⽣まれ変
わる。魂が檻を抜ける。そのように、リーディングという通常の上演形態とは異なる形式
を選ることで、ゆっくりと引き延ばされた時間の中に今も存在している『⼩町⾵伝』の台
詞たち、その再⽣を試みようと思います。 
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